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□スタッフ 平成23年10月1日時点

科　名：眼　科

医長

山本　美保

専門医資格等

　日本眼科学会専門医

専門分野

　眼科一般

役職 氏　　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 長 秋 元　 正 行 日本眼科学会専門医 眼科一般

医 師 濵　 祥 代 日本眼科学会専門医 眼科一般

医 師 川 越　 直 顕 日本眼科学会専門医 眼科一般

□診療科の特徴

施設認定等 日本眼科学会研修施設

１．糖尿病網膜症：当院がWHO指定の糖尿病センターであることもあり、当院糖尿病センター・内分泌代

謝疾患センターと連携して、糖尿病患者さんの網膜症診療を担当しています。

病気の進行を定期的にチェックし、必要に応じて、レーザーによる網膜光凝固術や、合併症である白内障や

眼底出血に対し、手術治療を行います。

２．白内障：人口の老齢化および長寿化に伴い、手術の必要な白内障の患者さんが増加して います。年間

約1200件の白内障手術を行って視力回復をめざしています。

全身状態の良い患者さんに対しては、外来通院での白内障手術も行っています。 

３．未熟児網膜症：NICUを有する当院小児科と連携して、未熟児の重篤な合併症である網膜症に対し、赤ちゃ

んの視力を守るための検査・治療を行います。 

□代表的診療対象疾患

白内障全般、緑内障全般、網膜剥離・糖尿病網膜症などの後眼部疾患

感染症および非感染性ぶどう膜炎・眼内炎・角膜炎、視神経疾患（頭蓋内病変に起因するものを含む）

眼瞼内反症・外反症・眼瞼下垂症・霰粒腫などの外眼部疾患

結膜弛緩症・翼状片など各結膜疾患、鼻涙管閉塞症など

□診療（業務）内容

１．“見える”というゴールを目標に、全身の一部としての眼科治療をめざします

　　眼科的疾患のほかにも様々な全身疾患を併せ持つ患者さんにも、手術をはじめ、様々な治療を安全に効

率良く提供し、より良い視力の 獲得にむけて努力しています。

２．地域医療の一翼として、開業医や他病院の先生方と協力し、より良い医療の提供をめざします

　　さまざまな医療資源を備える総合病院として、ホームドクターの先生との連携のもと、より高度な医療

の提供に努力しています。

診療部長

喜多美穂里

Ｈ 24.4.1 ～

専門医資格等

　日本眼科学会指導医

　日本眼科学会専門医

　ＰＴＤ認定医

　京都大学医学博士

　京都大学臨床教授

専門分野

　網膜硝子体疾患
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入院患者数

１日平均患者数 新入院患者数 平均在院日数

2011年度 11.3 655 6.3

外来患者数

１日平均患者数 紹介率 逆紹介率

2011年度 69.1 61.5% 52.0%

主な手術・検査の件数など

水晶体再建術 硝子体手術 網膜復位術 緑内障手術 手術件数合計

2011年度 1,087件 58件 15件 1件 1,154件

□学術活動報告（学会・研究発表など）

年 場　所 内　　　　　　　　　　　　　容

2011 国内学会
秋元正行．民生用３Ｄビデオカメラによる手術３Ｄ撮影の試み．第65回日本臨床眼科学会．　
2011.10.7-10；東京

2011 国内学会
高橋綾子、秋元正行、濱祥代、白井洋子、南口早智子．開放性眼外傷に対する眼球摘出術において、
歯科用印象材を用いた一例．第65回日本臨床眼科学会．　2011.10.7-10；東京

2011 国内学会
高橋綾子 秋元正行 濵祥代 山本美保 白井陽子 南口早智子．開放性眼外傷に対する眼球摘出術における
工夫．第117回京都眼科学会．　2011.7.3；京都

□投稿論文など

年 内　　　　　　　　　容

2011 Invest　Ophthalmol 
Vis Sci;52:5153-6

Akimoto M, Mitomo K. : Potential therapeutic efficacy of a virtual　pupil made of polarizing plates for 
correction of aniridia.

2011 Eye Reports. 1:1:3-4 Takahashi A, Akimoto M, Hama S, Shirai Y, Minamiguchi S.: Enucleation assisted with filler for open-globe 
injury.


